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広報担当やリポーターが、皆さんのところにおじゃまします。
地域の行事など、身近な情報をお寄せください。
問地域づくり振興課　広報くじ担当　☎52‒2116　FAX52‒3653 梅沢　政隆

リポーター
大久保勝男
リポーター

大石　純夫
リポーター

小渡   正利
リポーター

八木沢万寿美
リポーター

氷上のチェスに挑戦
カーリング体験教室 12月９日

バランスを取りな
がらストーンを投
げる参加者

　市教育委員会と市体育協会主催のカーリング体験教室
が岩手県立県北青少年の家で開催され、過去最多の22人
が参加しました。参加者は基礎的な技術指導を受け、早
速ミニゲームに挑戦。初心者が多く氷上では悪戦苦闘し
ていましたが「またやりたい」と大好評でした。（大石）

敷地内の落ち葉を
集める選手たち

地域への感謝を込めて清掃
久慈ファイヤーズ奉仕活動 11月23日

　久慈ファイヤーズスポーツ少年団の選手13人と保護者
らが、奉仕活動を実施。市内３カ所の寺でほうきや熊手
を使い、落ち葉の清掃を行いました。キャプテンの久慈
小学校５年桑田祐

ゆうと
翔さんは「いつもお世話になっている

地域に掃除で恩返しできました」と思いを語りました。

寿芸能交流会 12月10日

会員による華やか
な芸能発表

　小久慈老人クラブ連合会の寿芸能交流会が小久慈市民
センターで開催され、76人が参加しました。小久慈保育
園と幸町保育園の園児の出し物に続いて、会員が踊りや
自慢の唄を次々と披露。会話も弾み、時間がたつのも忘
れて、会員同士楽しく交流を深めました。（大久保）

唄や踊りを楽しみ話に花も咲く
平山保育園せいかつはっぴょうかい 12月14日

年長児が威勢のい
い「鼓舞太鼓」を
元気に踊りました

　平山保育園で恒例の「せいかつはっぴょうかい」が開
催されました。園児10人が歌や合奏、音楽劇など、練習
した成果を元気いっぱいに披露。観覧した保護者や地域
住民は、やや緊張しながらも立派に発表する子どもたち
の姿に目を細め、大きな拍手を送りました。（梅沢）

楽器演奏やダンスを披露

梅沢　政隆
リポーター

大久保勝男
リポーター

三陸鉄道ＨＰ（上）
旗を振る児童らの
笑顔に見送られ出
発！（右）

笑顔とともに出発進行！
三陸鉄道こたつ列車 12月14日

　三陸鉄道の冬の風物詩、こたつ列車が運行を開始。初
日は長内学童保育所わんぱくクラブの児童が発車のベル
を押し、旗を振って見送りました。神奈川県から観光で
訪れた久保夏

な ほ

帆さんと桃
もも か

花さんは「こたつで暖まりなが
らグルメと絶景を満喫したいです」と笑顔を見せました。

リトアニア関係書籍の寄贈式と市民向け講話 12月１日
詩を通して知るリトアニア

遠藤市長へ翻訳書
籍を寄贈した木村
文さん（中央）

　帯広畜産大学准教授でリトアニア語翻訳者である木村
文
あや

氏から、詩集「オキナヨモギに咲く」の寄贈と市民向
け講話が開催されました。講話では詩を通してリトアニ
ア文化や歴史を紹介。参加者は興味深く耳を傾けました。
寄贈された書籍は市内図書館と中学校に配架されます。

平庭高原スキー場
ＨＰ（上）
安全祈願を行う下
舘社長（左）

安全と来場者の笑顔を願って
平庭高原スキー場安全祈願祭 12月４日

　平庭高原スキー場の安全祈願祭が行われ、関係者が今
季の無事故を祈願。平庭観光開発㈱の下舘満

みつよし

吉社長は「無
事故を維持し、多くの皆さんに東北屈指のパウダースノ
ーを楽しんでもらいたい。滑り終えた後は再開するしら
かばの湯で冷えた体を温めてほしいです」と語りました。

１／無事に終演し、出演者、
スタッフ全員で笑顔で記念
撮影　２／避難所になる学
校の生徒と先生のワンシー
ン。小学校４年生から70代
まで、幅広い演者が参加し
ています　３／渾身の笑顔
で避難者を熱演　４／終演
後に来場者を笑顔でお見送
り。「演技良かったよ」「面
白かった」などの声がかけ
られました

２

１

おらほーる劇場第16回公演「大怪獣の厄災」11月31日、12月１日
災害時の助け合いをコミカルに描く

　市山村文化交流センターでおらほーる劇場第16回
公演が上演され、２日間で約400人が来場しました。
　今回の作品は、避難所となった中学校を舞台に、
これまで経験したことのないような災害「怪獣」に、
人々が立ち向かう物語。個性豊かなキャラクターが
協力する姿を通して、立場を超えて助け合うことの
大切さを伝えました。演者らは８月から、公演に向
けて準備をスタート。週２、３回の稽古を重ね、本
番では堂々とした演技で来場者を魅了しました。
　今回初めておらほーる劇場に参加した、夏井小学
校６年の西川柚

ゆ き こ

希子さんは「日常で声が大きく出る
ようになり、人との関わりも増えて、成長すること
ができました」と充実した表情を見せました。

３４

館長サンタからお
菓子をもらい、笑
顔を見せる子ども

クリスマス企画展を開催
もぐらんぴあクリスマス企画展「たくサンタ！！」 12月１～25日

　もぐらんぴあがクリスマス企画展を開催。水槽や館内
がイルミネーションや飾りでクリスマス仕様になり、多
くの人でにぎわいました。海女の素潜り実演を見た野田
小学校２年の松川心

こ と

都さんは「海女さんがサンタクロー
スの格好で出てきて、驚きました」と目を輝かせました。

硬式ボール体験会 in 久慈2024 11月30日

　県高野連県北支部が、硬式ボール体験会を久慈高等学
校グラウンドで開催。久慈管内８校の中学生約80人が、
高校生と交流しながらノックやバッティングを体験しま
した。三崎中学校２年の野崎颯

そう た

汰さんは「ボールの飛び
方が軟式と違い、面白かったです」と語りました。

硬式ボールを体験

高校生のトスで
バッティングをす
る中学生

いわての川と海岸
ボランティア活動
支援制度ＨＰ（上）
集積した幹と枝は
県が後日回収（左）

住民の手で河川敷をきれいに
大川目まちづくり協議会河川敷の立ち木除去作業 12月８日

　水害対策や景観向上を目的に、大川目地区の住民約50
人が久慈川河川敷の立木伐採を行いました。作業に必要
な軍手や草刈り機の燃料などは「いわての川と海岸ボラ
ンティア活動支援制度」を活用し準備。大川目大橋から
約150㍍を伐採し、今後は三日町橋まで進める予定です。


